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当協会は、県、市町、民間団体などと連携しつつ、国際交流活動の推進を図るための中核的
機関として平成元年10月に設立されました。当時の本県は、昭和62年の高松自動車道部分
開通や、63年の瀬戸大橋開通、そして協会の設立１カ月半後には新高松空港開港と、県民の
悲願であった、いわゆる３大プロジェクトとしてのインフラ整備がなされ、陸海空に、外へ向か
って、また、外から内へ向かって大きく扉が開かれたときでありました。
一方、海外においては、11月9日の「ベルリンの壁」崩壊に象徴される「冷戦時代の終焉」を
迎えたときでもあります。そのようなときに産声を上げた当協会は、国家レベルで考えられ
てきた国際交流を地域レベルでの課題としてとらえ、国際理解のための普及啓発事業や機
関誌の発行などさまざまな事業を実施してまいりました。
　その後、国際化はより身近なものとなり、事業のあり方も、「国際交流」から「国際協力」へ
と新たな潮流が起こりましたことから、関係民間団体や、大学、企業などとの連携もより一層
強化し対応してまいりました。
　そして、設立から20年を経た現在、グローバル化の一層の進展などにより、時代はさらに
大きく変貌を遂げるとともに、在県外国人数も、この20年で4倍になっております。
　このような外国人住民を、同じ生活者・地域住民として認識する視点から、国籍、言語、文
化などの違いを認め、尊重しあうための「多文化共生」という新たな柱が事業に加わってお
ります。　
こうして、設立20周年を迎えることができましたことはひとえに皆さまのおかげてあり、感謝
の念に堪えません。当協会といたしましては、今後とも地域や時代のニーズに的確に対応し
た事業に取り組んでまいりますので、皆さまのなお一層のご支援、ご協力を賜りますようお願
い申し上げます。

設立２０周年、おめでとうございます。県内の
外国人登録者数が、昨年末現在、協会設立
時の約４倍の８，７００人余となるなど、急激な
国際化が進展しています。地域における多
文化共生の推進をはじめとする協会の事業
の一層の充実とさらなる発展を願っています。

香川県知事　真鍋　武紀

財団法人香川県国際交流協会設立20周年、
誠におめでとうございます。
国際協力・国際交流事業や多文化共生社会
づくりに積極的に取り組んでこられた歳月
は貴重であります。
この度の記念すべき20周年を契機として、

さらに飛躍されんことを期待いたします。
財団法人 高松市国際交流協会　常務理事　塩田　章

1988年、瀬戸大橋開通を前に香川は燃えていた。悲願実
現の喜びから「交流と創造」をテーマに架橋記念博を開き、
そこからアイパルが生まれた。
当時、架橋博スピリットと呼ばれた「協調と連帯・奉仕」の
精神は、今も国際協力に息づいていると思う。

財団法人香川県国際交流協会　顧問　本多　英信

四国の地域国際化協会の中で最も元気な
アイパル香川が20周年を迎えました。おめ
でとうございます！
アイパル香川は市民の国際交流・国際協力
活動の支援、在住外国人への支援、市民の
関心に応じた様々な普及啓発活動など、多

岐にわたる活動を活発に進めています。
私たちJICA四国も、市民の国際協力活動推進のパートナ
ーとして連携して活動しておりますが、その活力はすばら
しいと思います。
私たちの生活すべてが世界と繋がっている一方で、若者の
関心が内向きになってきていると言われる現在、アイパル
香川の活動はますます重要になってきています。
今後ともアイパル香川が香川県の国際化の旗振り役とし
てすばらしい働きを続けていくことを期待します。
独立行政法人国際協力機構　四国支部長　　新納　宏

財団法人
香川県国際交流協会

理事長　多田野　榮
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20周年おめでとうございます。
今後もより多くの方に利用され、世界の人々
と県民をつなぐ場として、ますますご活躍さ
れることを期待しております。
国境を越えて人と人とが自然と助け合う、そ
んな社会を目指して力を合わせて頑張って
参りましょう！

一般社団法人セカンドハンド理事長
平野　キャサリン

おめでとうございます。いかに速く感じられ
ても、協会に関わらせて頂いたこの20年は
私にとってかけがえのない時間です。教師と
して人間として成長する機会を与えてくださ
り、感謝の気持ちが絶えません。
次世代に繁げられるように私も心新たに学
んでいきたいと思っています。　

協会日本語講師　山下　知美

平成元年12月、県丸の内分庁舎に（財）香川
県国際交流協会の施設が開設された時のご
挨拶で「世界に開かれた香川をめざしてより
多くの外国人と交流、協力を」と当時の（故）
平井知事様の言葉を思いだし20周年を迎え
た今一度発信します。

仏生山国際交流会　代表　十河　瞳

アイパル20周年のお誕生、おめでとうござい
ます。私はアイパルで一年間仕事をしていた
時に、外国語講座、生活相談、ボランティア研
修講座及び一般市民向けのイベントに参加
して、自分自身が大変勉強になったとともに、
アイパルの香川県民に対する存在感を強く
感じておりました。アイパル20周年をお祝い

すると同時に、これから元気でより活躍できるようにお祈り
しております。

平成19年度国際交流員(中国）　欒　恵東協会の設立当初から関係した者の一人として、
20周年を心よりお祝い申し上げますと共に、
今後益々のご発展をお祈り申し上げます。
私にとって一番思い出深いのは、陝西省との
友好提携（1994年）です。

財団法人香川県国際交流協会　
初代副理事長　荻野　清士

協会設立20周年おめでとうございます。「ア
イパル通信」を毎回遠いアマゾンまで送って
下さり、香川県内における外国人の様子が良
くわかり、楽しく読ませて頂いております。この
度を節目に益々の御活躍と御発展を祈念しま
す。
ブラジル北伯香川県人会　会長　山本　陽三協会設立20周年おめでとうございます。

この10年ほど、協会での様々な交流事業や
支援事業を通して、来県する外国人の方 、々
また支援する県民の方と接する機会があり
ました。出会いあり、別れあり、失敗ありとた
くさんの経験をここアイパルでしてきました。
たくさんの人々が協会を通じてつながって

いると同時に、協会もまた多くの人々に支えられてきた20
年だと思います。
香川でも、高松だけでなく各地域で外国人住民が増えてお
り、これからは各市町とも連携した共生のための取り組み
が期待されます。今後も協会の活動が益々充実し、交流・支
援の輪が広がることを祈願しております。

元協会職員　児島　由佳

アイパル香川設立20周年おめでとうござい
ます。
私は、平成20年度の海外技術研修員として
香川県の一般企業等で技術研修をさせてい
ただきました。
アイパル香川や香川県国際課の皆さんには、
研修先の企業を紹介していただいたり、県内

研修旅行で香川県の様々な場所や企業を見学させていた
だいたり、いろいろなイベントで沢山の方々と交流させてい
ただきました。また、私達研修生の生活面でのサポートもし
ていただき、慣れない異国での暮らしにもすぐに馴染めま
した。
アイパルや国際課の皆さんとは、６ヶ月間本当に楽しい時を
過ごさせていただき、充実した研修をさせていただくことが
できました。本当にありがとうございました。

平成20年度海外技術研修員（パラグァイ） 平岩小京

祝協会設立20周年。世界各国の方々との交
流、又各国の文化を日本の方々にご紹介でき
る機関として大いに活躍される事を祈念い
たします。協会の更なるご発展の為に私も
微力ながら尽力をつくさせていただきます。

協会通訳ボランティア（ポーランド）
山崎　ボグミワ

It is a pleasure to congratulate IPAL Kagawa on the 
occasion of its 20th anniversary. The hard work of 
the staff and teachers over the past 20 years has 
made an important contribution to promoting 
international understanding between the Japanese 
and foreign citizens of Takamatsu. I hope for many 
more years of excellent work by IPAL that will 
contribute significantly to the betterment of the 
people in the Takamatsu region and beyond. 
Congratulations!

協会英語講座講師　ジェラディン・マクラハン

もう10年前になると思いますが、我が
家が初めてホストファミリーとして外
国人を受け入れた記念すべきアイパ
ル仲間入りの年です。長男が北京、長
女はイギリスに留学していたので私た
ち夫婦で何か海外の方にお役にたて
る事はないかと思いホストファミリー

に登録しました。紹介されたお客様は礼儀正しいので困っ
た経験もせず、お泊まりいただいた方々といつも別れがた
い思い出ばかります。
私たち家族が少しでもグローバルになれたのはアイパル
のいろいろなイベントやホストファミリーの経験でした。高
松にいながら世界中から素敵な出会いがここにありました。
言葉よりもハートだといつも思います。アイパルは小さな
世界地図だと思って時々訪ねてみたくなります。

協会登録ホストファミリー　小橋　克彦、あやみ
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今年もはや10月。秋が深まってきましたね。食欲の秋、芸術の秋、スポーツの秋といろいろありますが、読書の秋にちなんで今
月のテーマ「私が影響を受けた本」を紹介してもらいましょう！
【国際交流員紹介】
◆林 善雅　イム ソナ（韓国　江原道 春川市出身）          ◆ジェレミー・ラニグ（アメリカ　オレゴン州出身）
◆劉 衛剛　リュウ エイゴウ（中国　陝西省 西安市出身）　◆クリストファー・マッケーブ（アメリカ　コロラド州出身）

　字が読めるようになってから、人は無数の本を読んでいると
思います。私も今までいろいろな本を読んで、それからいろい
ろな影響を受けてきたと思います。今日は私が外国に興味を
持つきっかけになった有名な韓国の本『風の娘、歩いて地球3
周半』を紹介します。
　この本を読んだのは多分、大学１年生の時、大学の図書館だ
ったと思います。まだ、1回も海外に行ったこともなかった私で
したが、これからお金を貯めていろいろな所に行こうという気
持ちがあったのでこの本のタイトルはすごく魅力的でした。
　内容は外資系広報会社で働いていた35歳の女性が、ある日
子どもの頃から夢だった世界１周のために会社を辞め、７年間
世界の奥地ばかりを回るお話です。でも、この旅にはルールが
あります。１．陸地がつながっている限り、必ず陸路で移動する。
２．１つの宿では１週間以上泊まる。３．１つの国では少なくとも１
ヶ月滞在するなど…
しかも、発音することさえ難しい国ばっかり…
　時にはお金を節約するために宿の中ではなく屋根の上で寝

たり、病気になって死にそうになったり、これは旅行ではなく訓
練なのかもしれないと思ったこともあります。しかし、主人公
が出会った温かい人 、々私が全然知らない地についての話に
ついて読みながら素敵な人生だなと思った記憶があります。し
かも、この旅を終えて著者は貧しい国の人々のために国際緊
急救護チーム長として、また色々な国で活躍しています。
　この本を読んで、そしてこの人の人生を見てすごい人だなぁ
とは思いましたが、正直普通の人はこんな事できない！！本の中
だけの話だと思いました。
　しかし、この本を読んだおかげで国際的な人間になることに
憧れ、今の仕事をするようになったのではないかと思います。
そういえば皆さんと私が出会えたもこの本のお陰かもしれな
いですね
０^^ ｖ　

【イム　ソナ】

　良い本を読むと気高い人会話と言われます。数年前に偶然、
集英社から出版されている『暮らしの中の諺』という本を読み、
本当に感心しました。私たちの日常生活の中で諺を一つも聞
かない日はないと言っても過言ではないでしょう。
もし言語が以心伝心の鍵だったら諺はきらきらに輝いた金の
鍵だと思います。
　諺は簡単な言葉で書かれているし、意味もわかりやすいし、
哲学も深いし、形式も綺麗です。そして、内容もとても豊かで
す。また、政治、経済、文化、宗教、生活など色々な分野の事ま
で含まれています。
　例えば、驕平家は久しからず、商は牛の涎、聞くは一時の恥
聞かぬは一生の恥、捻華微笑、遠くの親戚より近くの他人。
　『諺は日常の経験の娘なり』とはイギリスの諺ですが、本当
に諺は人間の生活体験から生まれた民衆の知恵だと思います。
また、民衆の行動の指針と言えます。広く万人に支持され、長
く世に伝えられてきました。
　数えられないほどの言葉の中には、朝に生まれ夕に消えて

いくものも多いのに対し、諺は今もなお私たちの暮らしの中
に生きています。私たち人間は煩悩の鬼の哀しさに、人を愛
したり恋したりすることもあれば、憎んだり呪ったりすること
もあり、また楽しさ嬉しさに有頂天の時もあれば、悲しみに沈
んだり、怒りに震える時もあります。そのような如何なる時に
でも諺はいつも私たちの側にあって、明るく微笑みかけてい
ます。
　特にこの本にはたくさんの諺が集められています。民衆の
生活の知恵であり、それらには多様な価値観が反映されてい
ます。この本を読んでからは、私は物事をもっと深く考えて、
いろいろな人生についての考え方がわかったような気がしま
す。もし皆さんがこの本に会う機会があれば、ぜひ読んでく
ださい。読めば読むほど、私のようにこの本が好きになると
思います。
【リュウ　エイゴウ】 

　私が影響を受けた本「Where the Sidewalk Ends」
　「Where the Sidewalk Ends」（歩道の終わるところ）は
アメリカの作家シルヴァスタイン・シェルによって書かれた詩
集です。この本は1975年に初めて出版され、児童向けの本
として、評価されています。現在でも小中学生や高校生だけ
ではなく、大人もこの本をよく読んでいます。この本では、シ
ルヴァスタインが空想的な世界を作っています。例えば、男の
子がテレビになる、女の子が一匹のクジラを食べてしまう、人々
が自分の影を掃除する、靴が鳥のように飛ぶ、ワニが歯医者
に行くなどがこの世界で起こっています。
　この本の一番有名な詩は本と同じ題名の「Where the 
Sidewalk Ends」という詩です。この詩は子どもの立場から
書かれていて、町に関するもの（セメントの道や、工場、車など）

に興味を持たずに、自然の中で遊びたいというものです。また、
この詩には自然と産業が共存するという深いテーマがあり、
汚染されたセメントばかりの町と純粋できれいな自然、この
二つの環境の境が歩道の終わるところです。
　「Where the Sidewalk Ends」はたくさんの人が読んで
もそれぞれが色々なレベルで意味をとって楽しめる本です。
シルヴァスタイン・シェルが作った世界に入って、歩道が終わ
るところまで行ってみませんか？
【ジェレミー　ラニグ】

よだれ

ねんげみしょう
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